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センター通信 
   発行所 社会福祉法人広島市手をつなぐ育成会 

    広島市就労支援センター 

     TEL（082）537-1331 

     FAX（082）537-1332  

E-mail：si-jusan＠gaea.ocn.ne.jp 

http://h-shisyurou.jp/ 

 Create(創造) ,Challenge(挑戦),Collaborate(協働)を大切に 

 

早くも 1 月が終わりました。例年なら、2 月初旬は最も冷え込む時期ですが、今年は、雪が少

なく暖かい冬になっています。そんな中、昨年 12 月には「セルプフェア」が開催され、新年を

迎えた 1 月には「僕らのアトリエ in アステール」「スケートフェスティバル」とイベントが続

きました。 

今回は、次回 20 周年を迎える「セルプフェア」が、どの様な経緯で始まり、そこにはどのよ

うな願いが込められているのかを再確認するため、そのコンセプトについて県就労に原稿依頼を

しました。原点に立ち返り今一度セルプフェアのあり方について考える機会になればと思います。 

 

 

（セルプフェアとは） 

セルプとは、英語の「SELF-HELP（自助自立）」から作られた造語です。障害があっても自分な

りの働き方で社会に貢献しながら自分たちの生活を作り出していこうという思いが込められてい

ます。セルプフェアでは、障害のある人たちが作る福祉事業所の製品の展示販売を行っています。 

 

開 催 期 間： 2018 年 11 月 29日（木）～12 月 11 日（火） 

場    所： ひろしま夢ぷらざ（広島市中区本通り 8-28） 

出店事業所： 28 事業所 

総  売  上：1,874,893 円（目標 200万円 達成率 94％） 

【目  的】 

・障害のある人たちが作る福祉事業所の製品の展示販売を通じて、障害者福祉への理解を深め 

ていただくこと 

・障害のある人たちの工賃の向上と働く意欲を高める支援につなげていくこと 

 

1999 年に本通りに「ひろしま夢ぷらざ」が広島市中区新天地アリスガーデンから移転オープ

ンして以降、毎年 11 月下旬～12 月初旬の 2週間開催して、雑貨やお菓子、クリスマスやお正

月、干支などの季節商品を販売しています。年末繁忙期のセルプフェア開催に、店内販売ブース
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と店頭販売ブースを準備くださる「ひろしま夢ぷらざ」のご

協力に感謝申し上げます。 

19 回目のセルプフェア開催にあたり、出店事業所会議を開

き、デザイナーの吉清氏に助言をいただき、３つの新しい取

り組みを行うこととしました。 

①テーマ「立ち寄りたくなる道の駅」 

商品づくりや店舗内のレイアウトについて、県内からの出店

事業所間で統一感を持って取り組む試みを行いました。 

②お楽しみ抽選カードの配布 

期間中、セルプ商品を買われたお客様に抽選でプレゼントが当

たる「お楽しみ抽選カード」を事前に関係者の方へ配布しまし

た。これにより多くの方にセルプフェアを PR し、来店者数を

増やす取り組みをしました。 

③「がんばろう広島」へ協賛。独自に作成した「がんばろう広島」

シールを添付した商品を販売、収益の一部を被災地へ寄附 

昨年 7 月の西日本豪雨災害では、障害がある方や福祉事業所等が

被災し、多くの方々から義援金やボランティアなどの支援をいただ

きました。そこで、「自分たちでもできることをしたい」とシールを

添付した商品の収益の一部を被災地へ寄附をするという取り組みを

しました。 

先日、セルプフェア終了後に全体会議を開催しました。①のテーマについては、初めての取り

組みで戸惑いがありましたが、終了後、出店事業所からのアンケートでは、テーマを決めること

で「道の駅にどんな商品があると楽しいか」「どんな呼び込みがあれば行ってみたくなるか」など

の意見があり、来年度のセルプフェアにつながる取り組みになったと感じられました。②の抽選

カードについては、お客さま 1 人あたりのお買い上げ金額などから、来年度はお客様を何人呼び

込むとどのくらい売り上げが上がるのか、など数値目標を持つことにつながりました。③につい

ては、販売、収益の一部（9,240 円）を広島県へ寄附しました。 

新しい取り組みをすることで、いろいろな発見があり、具体的に次は何をするとよいのかを考

えられるようになると感じました。 

さらに、会議では、ゴールデンウィークやお盆前後にミニフェアを開催し、年末のセルプフェ

アに向けみんなで盛り上げていこうという企画で、「おもしろそう」「行ってみたい」と思えるイ

ベントにしていくために、まずはミニフェアでどんな商品を準備していくのか、集客アップはど

んなことをするのかを考え、出店事業所みんなでトライしてみたいと思います。また、ひろしま

夢ぷらざは平成 17年から 13 年間据え置かれていた販売手数料を、昨今の経済事情や経営改善

等の理由により、やむなく 4 月から今より 3～5％アップされます。これまで、セルプフェアの

広告費など運営費用は出店事業所が収益から別途負担していたのですが、さらなる負担は障害の

ある人たちの工賃が減ってしまう可能性もあります。企業に広告費を依頼し、スポンサーとなっ

てセルプフェアを応援していただく取り組みをすることになりました。 

１つ１つの取り組みが、障害のある人たちが働くことへの支援につながっていくものだと思い

ます。来年度はセルプフェアも 20 周年を迎えます。お客様も事業所も楽しみになるようなフェ

アになるよう、準備していきたいと思います。  （広島県就労振興センター 曾根 都） 
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損害保険ジャパン日本興亜 株式会社 社内出店販売 

 昨年 12 月 18日（火）～12 月 21 日（金）、広島トランヴ 

ェールビルディング地下 1 階において、損害保険ジャパン日本 

興亜株式会社社内出店販売を開催しました。今年度は 14 事業 

所が参加しました。出店販売の場所が昼休憩の昼食会場となっ 

ているため、お弁当やパンを中心に好調な売れ行きとなりました。 

毎日、何かを買い求めに来てくださる社員の方がおられたり、担当の社員の方が搬入・搬出、呼

び込みを手伝ってくださったりして、大変助かりました。ありがとうございました。 

 僕らのアトリエ in アステール  1 月 24 日（木）～1 月 26 日（土） 

1月2４日(木)～1月2６日(土)、ＪＭＳアステールプラザ・  

市民ギャラリ―において、広島市教育委員会と広島市就労支

援センターが主催する「僕らのアトリエ in アステール」を開

催しました。この作品展示会には、市立特別支援学校、市立

小・中学校特別支援学級の児童・生徒の作品に加えて、17

事業所の手づくり製品を展示販売しました。初日には、広島

テレビと広島ホームテレビが取材に訪れ、24 日の夕方テレ

ビ放映されました。ここ数年、減少傾向にあった来場者です

が、テレビ放映やアステールのイベントのおかげか、3 日間

とも、300 人以上の来場者があり最終的には 3 日間で 980

人となりました（過去 2 番目）。平成 24 年度に市立特別支

援学校が、大手町から出島に移転してからでは、最多の来場

者数になりました。これが、出店販売の売上向上にもつなが

り、この 7年間では最高の売上になりました。 

今回、来場者数が増えた要因には、①1 日目に「ひろしん

おもと会寄席」があり、そのイベント参加者が、展示会に立

ち寄ってくれた。②広島テレビ、広島ホームテレビのテレビ

放映があった。③校外学習で展示会訪問をする学校・学級が

多数あった。④幼稚園・保育園の発表会等のイベントがあり、

親子連れで展示会に訪れる家族がいた。等が考えられますが、

その他にも、各事業所の事前の呼び掛けがあって、出店販売 

の日を目指して来場された利用者さんもおられました。平日の来場者数を確保するためには、

イベント開催との兼ね合いを考慮したり、事前の広報を工夫したりすることが今後も大切だと

感じました。毎日 6 事業所が出店販売をしましたが、事業所同士が余裕時間を使って、情報交

換をしたり、お互いの商品を見合って自主製品を見直すきっかけにしたりして、良い交流の場

になったようです。また、利用者さんにとっても、お世話になった先生との再会の場になった

り、出身学校の作品に触れたりすることができて心温まる時間となったようです。 
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2 月、３月の出店販売日は下記のとおり、販売時間は 12：00～13：00 です。3 月 26 日が今

年度最後の出店になります。この 1 年、お買い上げいただいた皆様に感謝します。次年度は、5

月から販売を開始します。引き続き、皆様のお越しをお待ちしております。 

 

広島市役所 1 階ロビー（東側） 

出店販売日 事業所（１） 事業所（2） 事業所（3） 

2

月 
5 日 ＳＯＡＲきつつき おりづる作業所 みのり作業所 

12 日 広島どんぐり作業所 安芸の郷 元気工房やる気まんまん 

19 日 広島皆賀園 つくしんぼ作業所 なないろ作業所 

26 日 広島どんぐり作業所 アイサンサン作業所 アイラブ作業所 

3

月 
5 日 ＳＯＡＲきつつき おりづる作業所 みのり作業所 

12 日 WIND えのみや スーリール なないろ作業所 

19 日 もみじ作業所 つくしんぼ作業所 ワークハウススマイル 

26 日 広島どんぐり作業所 アイサンサン作業所 元気工房やる気まんまん 

出店販売日 安佐北区役所１階ロビー 安佐北区総合福祉センター２階 

2

月 
5 日 お菓子工房エール - 

12 日 つくし工房可部 亀崎夢ひろば 

19 日 可部つちくれの家 お菓子工房エール 

26 日 亀崎夢ひろば 可部つちくれの家 

3

月 
5 日 お菓子工房エール つくし工房可部 

12 日 つくし工房可部 亀崎夢ひろば 

19 日 - お菓子工房エール 

26 日 亀崎夢ひろば 可部つちくれの家 

広島市役所 1 階ロビー、安佐北区(区役所、総合福祉センター 出店販売 

スケートフェスティバル 「おもてなしコーナー」「リンクサイド」   1 月 6 日（土） 

これまで 11月に行われていた「スケート開場祭」は、 

ビッグウェーブの改修工事や他のイベントとの兼ね合い 

で開催できませんでしたが、「スケートフェスティバル」 

という名称の新しいイベント名で 1月 6 日（土）に行わ 

れました。年明け早々ということで、参加が難しい事業所 

がありましたが、これまで通り「おもてなしコーナー」に 

は 4 事業所に出店販売をお願いしました。 

また、リンクサイドでは、未来館の後を受け継いだ「アイ・サン・サン作業所」が、焼きそば

とたこ焼きの出店をしてくださいました。6 日は、冬休み最後の土曜日ということもあったため

か親子連れでスケートを楽しむ家族が多く見られました。ポップコーンやクッキー、子ども向け

の可愛いストラップなどを中心に好調な売れ行きとなり、完売した事業所もありました。 


